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〇 

山
口
滞
在

　

毛
利
隆
元
は
、大
永
３
年
（
一
五
二
三
）

に
安
芸
国
の
有
力
領
主
・
毛
利
元
就
の

長
男
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
当
時
の

毛
利
氏
は
大
内
氏
と
出
雲
国
（
現
在
の

島
根
県
東
部
）
の
尼
子
氏
の
二
大
勢
力

の
狭
間
で
去
就
に
苦
心
し
て
い
ま
し

た
。

　

そ
の
た
め
、
隆
元
は
天
文
６
年

（
一
五
三
七
）
12
月
か
ら
天
文
10
年
夏
頃

ま
で
大
内
氏
の
人
質
と
な
り
、
山
口
に

滞
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
天
文
６

年
12
月
19
日
に
山
口
で
元
服
し
、
大
内

瑠
璃
光
寺
の
地
）・
法
泉
寺
・
氷
上
・
立

売
（
太
刀
売
）
な
ど
各
地
を
訪
れ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

帰
国
後
、
天
文
15
年
頃
に
元
就
の
隠

居
を
受
け
て
、
毛
利
家
の
家
督
を
相
続

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
天
文
18
年
頃
に

は
義
隆
の
養
女
（
実
は
重
臣
で
長
門
国
守

護
代
・
内
藤
興
盛
の
娘
）
で
あ
る
尾
お
ざ
き
の
つ
ぼ
ね

崎
局

を
正
室
に
迎
え
て
い
ま
す
。
二
人
の
間

に
は
毛
利
輝
元
・
津つ
わ
の
の
つ
ぼ
ね

和
野
局
ら
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

〇 

晴
賢
・
義
長
と
の
戦
い

　

天
文
20
年
、
毛
利
氏
は
大
内
氏
重
臣

　

今
年
は
安
芸
国
（
現
在
の
広
島
県
西
部
）
の
戦
国
大
名
・
毛
利

隆
元
の
生
誕
五
百
年
に
あ
た
り
ま
す
。
隆
元
は
大
内
義
隆
の
娘

婿
で
数
年
間
の
山
口
滞
在
歴
の
あ
る
、
山
口
と
も
ゆ
か
り
の
深

い
人
物
で
す
。
こ
こ
で
は
隆
元
と
大
内
氏
や
山
口
と
の
か
か
わ

り
を
中
心
に
取
り
上
げ
ま
す
。

で
周
防
国
守
護
代
・
陶
晴は
る

賢か
た

ら
が
起
こ

し
た
ク
ー
デ
タ
ー
に
協
力
し
ま
す
。
晴

賢
が
義
隆
を
自
害
に
追
い
込
む
中
、
毛

利
氏
は
見
返
り
と
し
て
安
芸
国
を
中
心

に
勢
力
を
拡
大
さ
せ
た
も
の
の
、
今
度

は
そ
の
晴
賢
と
の
関
係
が
悪
化
し
て
い

き
ま
す
。
晴
賢
と
の
対
決
に
躊ち
ゅ
う
ち
ょ躇
す
る

元
就
に
対
し
て
、
隆
元
は
晴
賢
と
の
主

戦
論
を
唱
え
て
い
ま
す
。

　

結
局
、
両
者
は
激
突
し
、
毛
利
氏
は

弘
治
元
年
（
一
五
五
五
）
の
厳
島
の
戦

い
で
晴
賢
を
敗
死
さ
せ
、
防
長
侵
攻
を

進
め
ま
す
。
そ
し
て
、
弘
治
３
年
に
は

大
内
氏
最
後
の
当
主
・
大
内
義
長
を
長

府
で
自
害
さ
せ
、
大
内
氏
を
滅
ぼ
し
ま

し
た
。

〇 

大
内
氏
の
「
後
継
者
」

　

毛
利
氏
は
大
内
氏
の
領
国
の
大
部
分

を
支
配
下
に
お
き
（
九
州
北
部
は
豊
後
国

の
大
友
氏
と
争
う
）、
中
国
地
方
の
一
大

勢
力
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
隆
元

は
義
隆
が
生
前
に
建
立
し
た
も
の
の
断

絶
し
て
い
た
龍
福
寺
を
、
大
内
氏
館
の

跡
地
に
再
興
し
、
義
隆
の
菩
提
を
弔
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
隆
元
は
将
軍
足
利
義
輝
か

ら
大
内
氏
の
断
絶
中
は
周
防
・
長
門
両

国
の
守
護
職
を
預
け
置
く
と
の
命
を
受

け
て
い
ま
す
。
毛
利
氏
が
尼
子
氏
や
大

友
氏
と
抗
争
を
繰
り
広
げ
る
中
、
永
禄

６
年
（
一
五
六
三
）
８
月
４
日
、
隆
元

は
尼
子
氏
攻
め
に
向
か
う
途
中
で
元
就

― 御 屋 形 様 の 婿 殿 と 山 口 ―― 御 屋 形 様 の 婿 殿 と 山 口 ―   　　

義
隆
か
ら
一
字
を
賜
っ
て

隆
元
と
名
乗
り
ま
し
た
。

山
口
滞
在
中
、
当
時
先
進

地
で
あ
っ
た
山
口
の
文
化

に
触
れ
、「
山
口
か
ゝ
り
」

（
山
口
か
ぶ
れ
）
に
な
っ
た

と
元
就
を
心
配
さ
せ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

〇 

滞
留
日
記
と
結
婚

　

滞
在
初
期
の
記
録
「
毛

利
隆
元
山
口
滞
留
日
記
」

（『
山
口
市
史 

史
料
編 

大
内

文
化
』
に
収
録
）
が
残
っ

て
お
り
、
現
在
の
瑠
璃
光

寺
近
く
に
あ
っ
た
大た
い

蔵ぞ
う

院い
ん

と
い
う
寺
院
を
宿
泊
先
に

し
、
湯
田
・
国こ
く
し
ょ
う
じ

清
寺
（
現

洞
春
寺
の
地
）・
香こ
う
し
ゃ
く
じ

積
寺
（
現

紙本着色毛利隆元像（常栄寺蔵）



に
先
立
っ
て
急
死
し
ま
し
た
。

〇 

菩
提
寺
・
常
栄
寺

　

こ
の
よ
う
に
生
前
か
ら
山
口
と
ゆ
か

り
の
あ
っ
た
隆
元
で
す
が
、
そ
の
没
後
、

よ
り
一
層
山
口
と
密
接
な
つ
な
が
り
が

で
き
ま
す
。
慶
長
５
年
（
一
六
〇
〇
）

の
関
ヶ
原
の
戦
い
で
輝
元
ら
の
西
軍

が
徳
川
家
康
ら
の
東
軍
に
敗
れ
、
毛
利

氏
の
領
地
が
防
長
二
か
国
に
減
封
さ
れ

る
と
、
安
芸
国
に
あ
っ
た
隆
元
の
菩
提

寺
・
常
栄
寺
も
山
口
に
移
っ
て
き
た
の

で
す
。
常
栄
寺
は
大
内
盛
見
の
菩
提
寺
・

国
清
寺
の
地
（
現
洞
春
寺
の
地
）
に
移

転
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
幕
末
の
山
口
移
鎮
の
影
響

で
、
常
栄
寺
は
文
久
３
年
（
一
八
六
三
）

特集特集
11 毛毛
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隆隆
た かた か

元元
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に
宮
野
の
現
在
地
（
妻
尾
崎
局
の
菩
提

寺
・
妙
寿
寺
の
地
）
に
再
度
移
転
し
、

妙
寿
寺
と
合
わ
せ
て
興
国
寺
と
な
り

ま
す
。
明
治
初
め
に
妙
寿
寺
と
分
離

し
、
潮
音
寺
と
改
称
し
ま
す
（
興
国
寺

の
名
前
は
妙
寿
寺
が
引
き
継
ぐ
が
す
ぐ
に

廃
寺
と
な
る
）。
そ
し
て
、
明
治
21
年

（
一
八
八
八
）
に
常
栄
寺
に
名
前
を
戻
し
、

現
在
に
至
り
ま
す
。
な
お
、
常
栄
寺
の

跡
地
に
は
、
萩
か
ら
父
元
就
の
菩
提
寺
・

洞
春
寺
が
移
転
し
て
き
ま
す
。

〇 

隆
元
の
神
霊

　

長
州（
萩
）藩
で
は
歴
代
当
主
の
う
ち
、

特
に
元
就
・
輝
元
・
秀
就
（
輝
元
の
長
男

で
初
代
藩
主
）
を
「
御
三
霊
様
」
と
し
て

別
格
で
萩
の
霊
社
に
祀
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
常
栄
寺
十
三

世
・
韶
し
ょ
う
よ
う陽

祖そ
め
い溟

が
藩
へ
嘆
願
し
、

嘉
永
６
年
（
一
八
五
三
）
に
隆

元
に
「
感
徳
霊
神
」
の
神
号
が

白
川
家
（
伯
家
神
道
を
伝
え
る
公
家
）
か

ら
許
さ
れ
、「
御
三
霊
様
」
と
同
等
に

扱
わ
れ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

山
口
移
鎮
で
藩
主
が
山
口
に
移
る

と
、
霊
社
の
遥よ
う

拝は
い

所
が
多
賀
神
社
（
当

時
は
水
の
上
）
の
境
内
に
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
霊
社
は
明
治
２
年
に

多
賀
神
社
の
仮
殿
に
遷
さ
れ
、
そ
の
後
、

元
就
を
祀
る
た
め
に
造
営
さ
れ
た
豊と
よ
さ
か栄

神
社
の
別
殿
で
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
が
、
明
治
６
年
に
東
京
に
移
転
し

ま
し
た
。

も
り
み
・
も
り
は
る

も
り
あ
き
ら

文

文

築山跡築山跡

卍

山口市役所山口市役所 卍

卍

山口県立山口博物館山口県立山口博物館

山口県立美術館山口県立美術館

山口大神宮山口大神宮

山口県立山口図書館山口県立山口図書館

山口県教育会館山口県教育会館

多賀神社多賀神社

卍

多賀神社跡多賀神社跡（現在の山口県水の上分庁舎の辺り）（現在の山口県水の上分庁舎の辺り）

毛 利 隆 元
関係史跡マップ

洞春寺洞春寺

毛
利
隆
元

関
係
略
系
図

3

多賀神社跡

国宝瑠璃光寺
五重塔

山口市菜香亭

山口ふるさと
伝承総合
センター

大殿地域交流センター
大路ロビー

十朋亭維新館
C.S. 赤れんが

山口市民会館

白石地域
交流センター

山口観光案内所

香山公園前
観光案内所

かみやまぐち

やまぐち

山口市歴史
民俗資料館

常栄寺
洞春寺

龍福寺
(大内氏館跡 )

Ｊ
Ｒ
山
口
線

至 防府

至 

津
和
野

至 

小
郡

大蔵院由来の地名
字大蔵・大蔵下

豊栄神社

毛
利

　
元
就
元
就

毛
利

　
隆
元
隆
元

内
藤

　
興
盛
興
盛

大
内

　
義
興
義
興

毛
利

　
輝
元
輝
元

大
内

　
義
隆
義
隆

吉
見

　
正
頼
正
頼

吉
見

　
広
頼
広
頼

尾
崎
局

尾
崎
局

津
和
野
局

津
和
野
局

大
宮
姫

大
宮
姫

東
向
殿

東
向
殿

（
義
隆
養
女
）

（
義
隆
養
女
）

毛
利

　
秀
就
秀
就

内
藤

　
弘
春
弘
春

内
藤

　
弘
矩
弘
矩
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内海忠勝肖像画（山口市歴史民俗資料館蔵）

　

山
口
市
吉
敷
地
域
出
身
で
内
務
大
臣
や
各
地
の
知
事
な
ど

の
要
職
を
歴
任
し
、
男
爵
の
爵
位
ま
で
授
与
さ
れ
た
内
海
忠

勝
。
昨
年
・
令
和
４
年
（
二
○
二
二
）
12
月
、
内
海
忠
勝
の
曽

孫
・
内
海
勝
彦
氏
か
ら
山
口
市
に
貴
重
な
内
海
家
の
関
係
史
料

１
４
６
点
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
内
海
の
活
躍
を

振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇 

宣
徳
隊
の
結
成

　

内
海
忠
勝
は
天
保

　

内
海
忠
勝
は
天
保
1414
年年
（
一
八
四
三
）

８
月
８
月
1919
日
に
周
防
国
吉
敷
郡
吉
敷
村

日
に
周
防
国
吉
敷
郡
吉
敷
村（
現

在
の
山
口
市
吉
敷
地
域
）
で
生
ま
れ
ま
し

で
生
ま
れ
ま
し

た
。
生
家
は
吉
敷
毛
利
家
家
臣
の
吉
田

た
。
生
家
は
吉
敷
毛
利
家
家
臣
の
吉
田

家
で
、
後
に
同
じ
く
家
臣
の
内
海
家
の

家
で
、
後
に
同
じ
く
家
臣
の
内
海
家
の

吉敷生まれの内務大臣吉敷生まれの内務大臣  内
う つ

 海
み

 忠
た だ

 勝
か つ

 と 内 海 家 文 書

婿
養
子
と
な
り
ま
し
た
。
吉
敷
毛
利
家

婿
養
子
と
な
り
ま
し
た
。
吉
敷
毛
利
家

の
郷
校
・
憲
章
館
で
学
び
、
文
久
３
年

の
郷
校
・
憲
章
館
で
学
び
、
文
久
３
年

（
一
八
六
三
）
に
名
和
道
一
ら
吉
敷
毛
利

に
名
和
道
一
ら
吉
敷
毛
利

家
中
の
同
志
ら
と
宣
徳
隊
を
結
成
し
ま

家
中
の
同
志
ら
と
宣
徳
隊
を
結
成
し
ま

す
。
す
。

　

元
治
元
年

　

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
初
め
に
下

初
め
に
下

関
の
奇
兵
隊
で
武
術
や
火
術
を
学
ん
で

関
の
奇
兵
隊
で
武
術
や
火
術
を
学
ん
で

い
ま
す
。
そ
し
て
、
禁
門
の
変
で
は
家

い
ま
す
。
そ
し
て
、
禁
門
の
変
で
は
家

中
の
同
志
ら
と
上
京
し
て
い
ま
す
。
敗

中
の
同
志
ら
と
上
京
し
て
い
ま
す
。
敗

戦
に
よ
る
帰
藩
後
、
謹
慎
処
分
を
受
け

戦
に
よ
る
帰
藩
後
、
謹
慎
処
分
を
受
け

ま
し
た
。
謹
慎
を
解
か
れ
る
と
、
秋
穂

ま
し
た
。
謹
慎
を
解
か
れ
る
と
、
秋
穂

二
島
の
山
尾
家
（
山
尾
庸
三
の
生
家
）

二
島
の
山
尾
家
（
山
尾
庸
三
の
生
家
）

に
剣
術
指
南
と
し
て
約
半
年
滞
在
し
た

に
剣
術
指
南
と
し
て
約
半
年
滞
在
し
た

そ
う
で
す
。

そ
う
で
す
。

〇 

幕
末
の
連
戦

　

高
杉
晋
作
ら
の
功
山
寺
決
起
で

　

高
杉
晋
作
ら
の
功
山
寺
決
起
で
内内な
い
な
い

訌訌こ
う
こ
う

戦戦せ
ん
せ
ん

が
起
き
る
と
、
家
中
の
同
志
ら
と
御

が
起
き
る
と
、
家
中
の
同
志
ら
と
御

堀
耕
助
率
い
る

堀
耕
助
率
い
る
御御みみ

楯楯た
て
た
て

隊
に
合
流
し
、
慶

隊
に
合
流
し
、
慶

応
元
年

応
元
年
（
一
八
六
五
）
の
大
田
・
絵
堂

の
大
田
・
絵
堂

の
戦
い
に
参
加
し
ま
す
。
戦
勝
後
、
山

の
戦
い
に
参
加
し
ま
す
。
戦
勝
後
、
山

口
に
引
き
返
し
た
内
海
と
同
志
ら
は
諸

口
に
引
き
返
し
た
内
海
と
同
志
ら
は
諸

隊
中
に
分
散
す
る
こ
と
と
し
、
内
海
は

隊
中
に
分
散
す
る
こ
と
と
し
、
内
海
は

河
瀬
真
孝

河
瀬
真
孝
（
山
口
市
佐
山
地
域
出
身
）
率率

い
る
遊
撃
隊
に
移
り
ま
す
。

い
る
遊
撃
隊
に
移
り
ま
す
。

    

内
海
は
遊
撃
隊
に
従
っ
て
高
森

内
海
は
遊
撃
隊
に
従
っ
て
高
森
（
現
岩

国
市
）
に
駐
屯
し
て
い
ま
し
た
が
、
吉

に
駐
屯
し
て
い
ま
し
た
が
、
吉

敷
毛
利
家
の
軍
制
改
革
の
た
め
、
乞
わ

敷
毛
利
家
の
軍
制
改
革
の
た
め
、
乞
わ

れ
て
吉
敷
に
帰
り
ま
す
。
そ
し
て
、
慶

れ
て
吉
敷
に
帰
り
ま
す
。
そ
し
て
、
慶

応
２
年
に
は
吉
敷
毛
利
家
の
家
臣
か
ら

応
２
年
に
は
吉
敷
毛
利
家
の
家
臣
か
ら

な
る
良
城
隊
の
第
五
小
隊
の
司
令
士
と

な
る
良
城
隊
の
第
五
小
隊
の
司
令
士
と

し
て
幕
長
戦
争

し
て
幕
長
戦
争
（
四
境
戦
争
）
に
臨
み

に
臨
み

ま
す
。
芸
州
口
の
戦
い
で
は
腹
部
に
銃

ま
す
。
芸
州
口
の
戦
い
で
は
腹
部
に
銃

弾
を
受
け
て
重
傷
を
負
い
、
療
養
に
努

弾
を
受
け
て
重
傷
を
負
い
、
療
養
に
努

め
ま
し
た
。

め
ま
し
た
。

〇 

新
政
府
出
仕

　

そ
の
後
、
戊
辰
戦
争
が
始
ま
る
と
大
阪

　

そ
の
後
、
戊
辰
戦
争
が
始
ま
る
と
大
阪

に
出
て
、
伊
藤
博
文
の
支
援
で
、
明
治
元

に
出
て
、
伊
藤
博
文
の
支
援
で
、
明
治
元

年年（
一
八
六
八
）６
月
に
兵
庫
県
に
出
仕
し
、

６
月
に
兵
庫
県
に
出
仕
し
、

辞令（今般特命全権大使欧米各国へ被
差遣候ニ付）（山口市歴史民俗資料館蔵）

長
野

兵
庫

三
重

神
奈
川京

都
大
阪

長
崎

禁門の変
幕長戦争

（芸州口）で重傷

横浜
岩倉使節団出発

大田・絵堂の戦い

　　　　は内海が県令・知事等を務めた県
　　　　は内海在職時の県域で現在と異な

る部分（大きなもののみ）

思
い
返
せ
ば
、

吉
敷
を
出
て

色
々
な
所
に

行
き
ま
し
た
。

吉敷吉敷

下関の奇兵隊で下関の奇兵隊で
火術などを学ぶ火術などを学ぶ

内海忠勝の足跡



◆
山
口
市
歴
史
民
俗
資
料
館
企
画
展

 

「
吉
敷
毛
利
家
の
軌
跡

　
　
　
―
郷
土
史
料
の
新
・
再
発
見
―
」　

こ
の
度
発
見
さ
れ
た
吉
敷
毛
利
家
お
よ
び
、
そ
の

家
臣
に
ゆ
か
り
あ
る
歴
史
的
品
々
を
紹
介
し
ま
す
。

期　
　
間　
10
月
7
日
（
土
）

　
　
　
　
　

   

～
12
月
17
日
（
日
）

所 

在 

地　
山
口
市
春
日
町
5
番
1
号 

開
館
時
間　
9
時
～
17
時
（
最
終
入
館
は
16
時
半
）

入 

館 

料　
一
般

110
円　
（
20
人
以
上
団
体
割
引
。
1

名
に
つ
き
88
円
）
※
18
歳
以
下
の
方
・
70

歳
以
上
の
方
・
障
が
い
が
あ
る
方
と
そ
の

付
添
い
の
方
は
無
料　

休 

館 

日　
月
曜 （
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

問
い
合
わ
せ　
℡ 

０
８
３
―
９
２
４
―
７
０
０
１

（
二
〇
一
〇
）
に
現
在
の
山
口
市
奨
学
金

に
現
在
の
山
口
市
奨
学
金

制
度
が
創
設
さ
れ
る
ま
で
続
き
ま
し
た

制
度
が
創
設
さ
れ
る
ま
で
続
き
ま
し
た

が
、
内
海
奨
学
会
の
財
産
は
そ
の
志
と

が
、
内
海
奨
学
会
の
財
産
は
そ
の
志
と

と
も
に
新
制
度
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま

と
も
に
新
制
度
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま

す
。
す
。

〇 

内
海
家
文
書

　

こ
の
度
、
山
口
市
に
寄
贈
さ
れ
た
内

海
家
文
書
の
特
徴
と
し
て
、
内
海
忠
勝

の
辞
令
書
類
が
豊
富
に
残
っ
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
男
爵
を
授
与
さ

れ
た
際
の
爵
記
や
内
務
大
臣
に
任
官
し

た
際
の
官
記
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す

（
ど
ち
ら
も
明
治
天
皇
の
親
署
あ
り
）。
ま

た
、
内
海
が
各
府
県
に
奉
職
し
た
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ら
の
地
域
に
ゆ
か
り
の
あ

る
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
兵
庫
県
知

事
退
任
後
に
同
県
居
留
地
在
住
の
外
国

人
た
ち
か
ら
贈
ら
れ
た
感
謝
状
な
ど
、

興
味
深
い
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。
市

で
は
今
後
、
内
海
家
文
書
が
多
く
の
市

民
の
目
に
触
れ
、
ま
た
近
代
史
研
究
に

活
用
さ
れ
る
よ
う
図
っ
て
い
き
ま
す
。

処
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
明
治

処
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
明
治
3333
年年

に
は
会
計
検
査
院
長
に
任
じ
ら
れ
、
さ

に
は
会
計
検
査
院
長
に
任
じ
ら
れ
、
さ

ら
に
男
爵
を
授
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ら
に
男
爵
を
授
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

  　

そ
し
て
、
明
治

　

そ
し
て
、
明
治
3434
年
６
月
２
日
か
ら

年
６
月
２
日
か
ら

同同
3636
年
７
月

年
７
月
1515
日
ま
で
の
約
二
年
間
、

日
ま
で
の
約
二
年
間
、

第
一
次
桂
太
郎
内
閣
の
内
務
大
臣
を
務

第
一
次
桂
太
郎
内
閣
の
内
務
大
臣
を
務

め
ま
し
た
。
現
在
の
山
口
市
域
出
身
の

め
ま
し
た
。
現
在
の
山
口
市
域
出
身
の

国
務
大
臣
と
し
て
は
、
井
上
馨

国
務
大
臣
と
し
て
は
、
井
上
馨
（
湯
田

地
域
出
身
）
に
続
く
二
人
目
で
し
た
。
内

に
続
く
二
人
目
で
し
た
。
内

海
は
明
治

海
は
明
治
3838
年年
（
一
九
○
五
）
１
月
１
月
2020
日日

に
東
京
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
吉
敷
の

に
東
京
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
吉
敷
の

内
海
家
旧
宅
近
く
に
あ
る
良
城
神
社
の

内
海
家
旧
宅
近
く
に
あ
る
良
城
神
社
の

境
内
に
は
、
内
海
忠
勝
の
顕
彰
碑
が
建

境
内
に
は
、
内
海
忠
勝
の
顕
彰
碑
が
建

立
さ
れ
て
い
ま
す
。

立
さ
れ
て
い
ま
す
。　

〇 
内
海
奨
学
会

　

内
海
忠
勝
の
息
子
・
内
海
勝
二
氏
の

　

内
海
忠
勝
の
息
子
・
内
海
勝
二
氏
の

遺
志
を
継
い
だ
遺
族
か
ら
の
山
口
市
へ

遺
志
を
継
い
だ
遺
族
か
ら
の
山
口
市
へ

の
寄
付
金
に
よ
っ
て
、
市
で
は
昭
和

の
寄
付
金
に
よ
っ
て
、
市
で
は
昭
和
4343

年年
（
一
九
六
八
）
に
「
財
団
法
人
内
海

に
「
財
団
法
人
内
海

奨
学
会
」
を
発
足
さ
せ
、長
年
に
わ
た
っ

奨
学
会
」
を
発
足
さ
せ
、長
年
に
わ
た
っ

て
そ
の
奨
学
金
が
苦
学
生
た
ち
を
支
え

て
そ
の
奨
学
金
が
苦
学
生
た
ち
を
支
え

て
き
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
平
成

て
き
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
平
成
2222
年年

感謝状（兵庫県知事内海忠勝ニ対ス
ル居留外国人ノ感謝状掛軸）

（山口市歴史民俗資料館蔵）
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新
政
府
の
役
人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出

新
政
府
の
役
人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
明
治
３
年
に
神
奈

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
明
治
３
年
に
神
奈

川
県
に
転
じ
ま
し
た
。

川
県
に
転
じ
ま
し
た
。

  　

明
治
４
年
に
は
伊
藤
博
文
の
骨
折
り

　

明
治
４
年
に
は
伊
藤
博
文
の
骨
折
り

で
、
岩
倉
使
節
団
の
一
員
と
し
て
欧
米
視

で
、
岩
倉
使
節
団
の
一
員
と
し
て
欧
米
視

察
に
加
わ
り
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
な

察
に
加
わ
り
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
な

ど
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
滞
米
中
に
は
先

ど
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
滞
米
中
に
は
先

に
渡
米
し
て
い
た
名
和
と
旧
交
を
温
め
て

に
渡
米
し
て
い
た
名
和
と
旧
交
を
温
め
て

い
ま
す
。
地
方
制
度
取
調
の
た
め
、
滞
英

い
ま
す
。
地
方
制
度
取
調
の
た
め
、
滞
英

期
間
の
延
長
を
認
め
ら
れ
、
明
治
６
年
に

期
間
の
延
長
を
認
め
ら
れ
、
明
治
６
年
に

フ
ラ
ン
ス
・
ベ
ル
ギ
ー
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ド

フ
ラ
ン
ス
・
ベ
ル
ギ
ー
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ド

イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
イ
タ
リ
ア
な
ど

イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
イ
タ
リ
ア
な
ど

を
経
て
帰
国
し
ま
し
た
。

を
経
て
帰
国
し
ま
し
た
。

〇 

高
官
の
歴
任

　

日
本
に
帰
る
と
大
阪
府
に
奉
職
し
、

　

日
本
に
帰
る
と
大
阪
府
に
奉
職
し
、

明
治
明
治
1010
年
に
長
崎
県
権
令
に
任
じ
ら
れ

年
に
長
崎
県
権
令
に
任
じ
ら
れ

た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
長
崎
・
三
重
・

た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
長
崎
・
三
重
・

兵
庫
・
長
野
・
神
奈
川
・
大
阪
・
京
都

兵
庫
・
長
野
・
神
奈
川
・
大
阪
・
京
都

な
ど
の
県
令
・
知
事
等
を
歴
任
し
ま
し

な
ど
の
県
令
・
知
事
等
を
歴
任
し
ま
し

た
。
こ
の
間
に
は
、
長
野
県
の
県
庁
移

た
。
こ
の
間
に
は
、
長
野
県
の
県
庁
移

転
問
題
、
神
奈
川
県
内
の
多
摩
地
域
の

転
問
題
、
神
奈
川
県
内
の
多
摩
地
域
の

東
京
府
編
入
問
題
な
ど
の
難
問
に
も
対

東
京
府
編
入
問
題
な
ど
の
難
問
に
も
対

吉敷生まれの内務大臣吉敷生まれの内務大臣  内
う つ

 海
み

 忠
た だ

 勝
か つ

 と 内 海 家 文 書

文

文

白石地域
交流センター
白石地域
交流センター

大殿地域交流センター大殿地域交流センター

山口市民会館山口市民会館

香山公園前
観光案内所
香山公園前
観光案内所

山口観光案内所山口観光案内所

国宝 瑠璃光寺
五重塔

国宝 瑠璃光寺
五重塔

卍

やまぐち

十朋亭維新館十朋亭維新館

亀山公園亀山公園

山口市歴史
民俗資料館
山口市歴史
民俗資料館

C・S赤れんがC・S赤れんが

山口ふるさと
伝承総合
センター

山口ふるさと
伝承総合
センター

大路ロビー大路ロビー

山口市菜香亭山口市菜香亭

卍洞春寺洞春寺

大蔵山大蔵山

龍福寺
(大内氏館跡 )
龍福寺
(大内氏館跡 )

多賀神社跡多賀神社跡

卍

文

 内  海  忠  勝
関係史跡マップ

内
海
家
文
書
も

一
部
展
示
！

内海忠勝顕彰碑（良城神社）

吉敷地域交流センター

維新百年記念公園

やばら

おおとし

良城神社
内海忠勝顕彰碑

吉敷毛利家屋敷跡

山口市立良城小学校
内海家旧宅跡／憲章館跡

ＪＲ山
口線

至 美祢

至 

津
和
野

至 

小
郡

玄済寺

大歳地域
交流センター

朝田墳墓群

5

円正寺
宣徳隊・遊撃隊本陣



6

さ
せ
る
た
め
、「
義
」の
一
字
を
与
え「
義

弘
」
と
名
乗
ら
せ
た
。
義
の
字
は
源
氏

の
正
統
を
受
け
継
ぐ
足
利
将
軍
の
通と
お
り
じ字

で
、
滅
多
と
与
え
ら
れ
ず
、
そ
う
し
た

破
格
の
待
遇
を
受
け
た
義
弘
は
、
京
で

も
有
名
に
な
っ
て
い
た
。

２ 

在
京
大
名
の
中
で

　

南
北
朝
の
終
わ
り
が
見
え
た
康
応
元

年
（
一
三
八
九
）、
周
防
国
に
立
ち
寄
っ

た
義
満
に
気
に
入
ら
れ
た
義
弘
は
そ
の

ま
ま
京
に
随
行
し
た
。
そ
の
後
、
義
弘

は
二
つ
の
大
き
な
功
績
を
挙
げ
る
。
一

つ
は
、
明
徳
の
乱
で
の
奮
戦
で
あ
る
。

こ
の
功
績
で
義
弘
は
和
泉
と
紀
伊
の
二

カ
国
の
守
護
と
な
っ
た
。
も
う
一
つ
は

そ
の
翌
年
、
明
徳
３
年
（
一
三
九
二
）

の
南
北
朝
の
合
体
で
あ
る
。
こ
の
時
、

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    講演講演
要旨要旨

特集特集
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 「大内義弘と室町幕府」「大内義弘と室町幕府」

平瀬直樹先生（金沢大学教授）

　

令
和
5
年
2
月
4
日
、
山
口
県
教
育
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
平
瀬

直
樹
先
生
（
金
沢
大
学
教
授
）
の
講
演
会
「
大
内
義
弘
と
室
町
幕
府
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
瑠
璃
光
寺
五
重
塔
に
ゆ
か
り
の
あ
る
大お
お

内う
ち

義よ
し

弘ひ
ろ

の
生
涯
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

は
じ
め
に

　

大
内
義
弘
の
個
性
と
生
き
様
が
、
他

の
大
名
や
武
将
と
ど
う
違
っ
て
い
る
の

か
、
室
町
幕
府
（
足
利
義
満
）
と
の
関

係
か
ら
、
義
弘
の
人
生
を
た
ど
る
。

１ 

在
京
以
前

　

義
弘
の
父
弘
世
は
独
立
指
向
が
強

く
、
自
分
の
力
で
防
長
両
国
を
支
配
し

た
。
対
し
て
義
弘
は
中
央
志
向
で
、
幕

府
の
一
員
に
な
ろ
う
と
し
た
。
康
暦
２

年
（
一
三
八
○
）、
義
弘
は
九
州
で
の

功
績
に
よ
り
、
豊
前
国
の
守
護
に
任
命

さ
れ
る
。
同
じ
年
、
義
弘
は
父
弘
世
と

安
芸
国
で
合
戦
に
至
っ
た
。
方
向
性
の

違
う
父
弘
世
と
義
弘
と
の
間
の
溝
が
埋

ま
ら
ぬ
ま
ま
、
戦
の
後
に
弘
世
は
没

義
弘
は
吉
野
の
南
朝
が
持
っ
て
い
た
三

種
の
神
器
を
北
朝
に
移
送
し
た
。
こ
う

し
た
功
績
で
、
義
弘
は
左
京
権
大
夫
の

官
職
と
、
従
四
位
の
位
階
と
い
う
栄
誉

を
与
え
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
京
に
は
さ
ら
に
優
遇
さ
れ

た
足
利
一
門
の
大
名
た
ち
が
い
た
。
義

弘
は
そ
の
よ
う
な
在
京
大
名
社
会
に
不

信
を
抱
き
、
こ
れ
に
対
抗
す
べ
く
、
九

州
探
題
の
今
川
了
俊
に
、
大
内
＋
今
川

＋
大
友
（
豊
後
の
有
力
大
名
）
の
三
者

同
盟
を
持
ち
か
け
る
も
、
拒
否
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
了
俊
は
義
弘
の

讒ざ
ん

言げ
ん

に
よ
り
九
州
探
題
の
任
を
解
か
れ

た
が
、
後
任
に
は
や
は
り
足
利
一
門
の

渋
川
満
頼
が
任
命
さ
れ
、
義
弘
は
結

局
、
九
州
探
題
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。

３ 

反
乱
へ

　

最
高
権
力
者
と
な
っ
た
義
満
に
、
京

都
の
公
家
や
大
名
た
ち
は
こ
ぞ
っ
て
取

り
入
っ
た
が
、
そ
う
し
た
義
満
の
政
治

に
反
感
を
抱
い
た
義
弘
は
、
応
永
４
年

（
一
三
九
七
）
頃
か
ら
急
速
に
義
満
に
反

抗
す
る
よ
う
に
な
る
。
義
弘
は
外
様
の

自
分
が
足
利
一
門
や
幕
府
中
枢
の
人
々

に
対
抗
す
る
た
め
、
独
自
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
を
求
め
は
じ
め
る
。
ま

ず
、
自
身
の
ル
ー
ツ
を
海
外
に
求
め
、

朝
鮮
王
朝
か
ら
百
済
の
初
代
の
王
の
子

孫
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
独

自
の
守
護
神
と
し
て
、
妙
見
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
。

　

そ
し
て
、
応
永
５
年
に
九
州
に
出
兵

す
る
が
、
翌
年
、
引
き
上
げ
て
き
た
義

弘
は
京
に
戻
ら
ず
、
和
泉
国
の
堺
で
籠

城
す
る
。
有
名
な
応
永
の
乱
で
あ
る
。

義
弘
は
鎌
倉
公
方
足
利
満
兼
を
新
将

軍
に
立
て
る
こ
と
を
目
論
ん
だ
。
し
か

し
、
満
兼
が
肝
心
な
と
こ
ろ
で
動
か
な

か
っ
た
。
義
弘
が
世
直
し
の
つ
も
り
で

始
め
た
反
乱
は
、
大
義
名
分
を
無
く
し

て
謀む

叛ほ
ん

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
潔
く
戦

う
こ
と
に
し
た
義
弘
は
、
応
永
６
年
12

月
に
戦
死
し
た
。

お
わ
り
に

　

義
弘
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は

子
孫
に
受
け
継
が
れ
、
戦
国
期
の
政
弘

の
代
、
大
内
氏
の
祖
先
伝
説
が
完
成
す

る
。
ま
た
、
息
子
の
持
世
が
筑
前
国
の

守
護
と
な
り
、
大
内
氏
は
国
の
出
入
り

口
で
あ
る
関
門
海
峡
の
両
側
、
周
防
・

長
門
・
豊
前
・
筑
前
を
支
配
し
た
。
義

弘
は
、
こ
う
し
て
完
成
し
た
大
内
氏
独

自
の
世
界
を
準
備
し
た
人
で
あ
っ
た
。　

山
口
ヒ
ス
ト
リ
ア
講
演
会

山
口
ヒ
ス
ト
リ
ア
講
演
会  

７７

講演会の様子

し
、
義
弘
が
大
内
氏
の

当
主
と
な
っ
た
。

　

義
弘
に
は
国
際
志
向

も
あ
っ
て
、
幕
府
の
命

に
よ
る
九
州
出
兵
で
倭

寇
の
本
拠
地
を
叩
き
、

朝
鮮
王
朝
の
信
頼
を
得

た
こ
と
で
幕
府
の
評
価

が
高
ま
る
。
将
軍
足
利

義
満
は
、
義
弘
を
出
兵

『
第
１
回
や
ま
ぐ
ち
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス

『
第
１
回
や
ま
ぐ
ち
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
inin  

菜
香
亭
』
の
お
知
ら
せ

菜
香
亭
』
の
お
知
ら
せ



      周
す

布
ふ

政
ま さ

之
の

助
す け

  生誕 200 年

周布政之助（『偉人周布政之
助翁伝』国立国会図書館デ
ジタルコレクションより）

嗚呼長藩柱石周布政之助君碑（周布公園）

の
山
口
移
鎮
で
藩
庁
が
萩
か
ら
山
口
に

移
る
と
、
矢
原
村
（
現
在
の
山
口
市
大

歳
地
域
）
の
大
庄
屋
・
吉
富
簡
一
宅
に

仮
住
ま
い
し
ま
す
。

  

長
州
藩
が
禁
門
の
変
で
幕
府
側
に
敗

北
、
さ
ら
に
下
関
戦
争
で
欧
米
四
か
国

に
敗
北
し
、
対
立
す
る
保
守
派
（
俗
論

派
）
の
勢
力
が
藩
内
で
拡
大
す
る
中
、

周
布
は
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
９
月

26
日
に
吉
富
家
で
自
害
し
ま
し
た
。

  

敵
兵
が
攻
め
て
来
た
時
に
霊
と
し
て

現
れ
て
叱し
っ
た咤
・
排は
い
き
ゃ
く却
す
る
の
で
、
遺
体

を
孔
道
（
大
き
な
通
り
）
の
傍
ら
に
埋
葬

す
る
よ
う
に
と
の
遺
言
に
基
づ
き
、
石

州
街
道
沿
い
の
船
田
墓
地
に
墓
が
建
て

ら
れ
ま
し
た
。
墓
地
の
側
に
は
周
布
公

園
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
白

石
地
域
の
サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
近
く
に

は
顕
彰
碑
が
あ
り
ま
す
。

　

周
布
政
之
助
は
幕
末
に
活
躍
し
た
長

州
藩
士
で
、「
周
布
町
」
の
地
名
の
由

来
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
市
民
に
も

馴
染
み
の
あ
る
人
物
で
す
。
今
年
は
そ

の
周
布
が
文
政
６
年
（
一
八
二
三
）
３

月
23
日
に
萩
で
生
ま
れ
て
か
ら
二
百
年

の
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。

  

周
布
は
村
田
清
風
に
影
響
を
受
け
、

藩
の
要
職
を
歴
任
し
、
革
新
派
（
正
義

派
）
の
中
心
人
物
と
し
て
藩
政
改
革
を

進
め
ま
し
た
。
文
久
３
年
（
一
八
六
三
）

　

昨
年
の
秋
に
、
築
山
跡
史
跡
公
園
の
開
園
を
記
念
し

た
期
間
限
定
版
の
御
城
印
を
販
売
し
、
好
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
年
の
春
か
ら
は
、
デ
ザ
イ
ン
を
変
更
し

た
御
城
印
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
「
大
内
氏
館
」
は
現
地
に
復
元
整
備
し
た
西
門
を
、「
高

嶺
城
」
は
現
地
の
石
垣
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。

　
「
大
内
氏
館
」、「
高
嶺
城
」
の
揮
毫
は
、
山
口
市
教
育

長　

藤
本
孝
治
に
よ
る
も
の
で
す
。

販
売
場
所　
山
口
市
歴
史
民
俗
資
料
館
（
山
口
市
春
日
町
５

番
１
号
）【
月
曜
日
休
館
】・
大
路
ロ
ビ
ー
（
山
口
市
下
竪
小

路
１
１
５
―
３
）【
火
曜
日
定
休
】

※
年
末
年
始
等
の
施
設
休
館
に
伴
う
御
城
印
販
売
休
止
等
に
つ
い
て

は
、
山
口
市
Ｈ
Ｐ
で
情
報
を
御
確
認
下
さ
い
。

「
大
内
氏
館
」「
高
嶺
城
」
御
城
印

「
大
内
氏
館
」「
高
嶺
城
」
御
城
印
（
通
常
版
）

（
通
常
版
）
販
売
中
！

販
売
中
！

販売価格　１枚　220 円
問い合わせ　山口市文化財保護課

　　　　　　　　℡ 083-920-4111

『
第
１
回
や
ま
ぐ
ち
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス

『
第
１
回
や
ま
ぐ
ち
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
inin  

菜
香
亭
』
の
お
知
ら
せ

菜
香
亭
』
の
お
知
ら
せ

　

令
和
５
年
10
月
15
日
（
日
）、
山
口
市
菜
香
亭
に
て
、

山
口
市
内
の
伝
統
芸
能
団
体
４
組
が
演
技
を
披
露
し
ま

す
。
出
演
予
定
団
体
は
山
口
鷺
流
狂
言
保
存
会
、
赤
崎

神
社
十
二
の
舞
保
存
会
、
土
居
神
楽
舞
保
存
会
、
小
鯖

代
神
楽
舞
保
存
会
で
す
。
地
域
で
長
い
間
受
け
継
が
れ

て
き
た
、
美
し
い
伝
統
芸
能
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
こ
の

貴
重
な
機
会
に
、
ぜ
ひ
皆
さ
ま
ご
来
場
く
だ
さ
い
♪

　

歴
史
巡
り
の
庭
で
は
、
工
房
ア
リ
ィ
さ
ん
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
も
出
店
し
ま
す
！ 

　
　
※
内
容
が
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
日　
時　
令
和
５
年
10
月
15
日
（
日
）　

　
　
　
　
　
　
　
10
時
30
分
～
15
時
30
分(

開
場
10
時)

　
場　
所　
山
口
市
菜
香
亭　
大
広
間
・
歴
史
巡
り
の
庭

　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
市
天
花
１
―
２
―
７
）

　
申　
込　
不
要　
　

　
料　
金　
無
料　
　

　
駐
車
場　
あ
り

問い合わせ　
山口市交流創造部文化交流課 歴史文化のまちづくり推進室

　　〒 753-8650　山口市亀山町２番１号
　℡ 083-934-4155  FAX 083-934-2670
　E-mail：bunka@city.yamaguchi.lg.jp

コラム

7



8

編集・発行	 山 口 市 交 流 創 造 部 文 化 交 流 課	
	 歴史文化のまちづくり推進室（分室）
〶754-8511　山口市小郡下郷609番地1（小郡総合支所3階）
☎ 083(973)2438　	E-mail：s-hensan@city.yamaguchi.lg.jp
印	刷	会	社					株式会社マルニ
©本紙記事・写真・イラストの無断転載を禁じます。　	再生紙を使用しています。

編
集
後
記

　

今
回
取
り
上
げ
た
毛
利
隆

元
、
内
海
忠
勝
、
周
布
政

之
助
は
市
内
に
関
連
史
跡
が

色
々
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
本
紙

を
手
に
訪
れ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
内
海
家
文
書
に
つ
い

て
も
、
ぜ
ひ
山
口
市
歴
史
民

俗
資
料
館
の
展
示
に
足
を
運

ん
で
、
内
海
の
生
き
た
証
を

目
に
し
て
く

だ
さ
い
。

ガイドブックや「大内氏がわかる本」は市
内の一部書店等での取り扱いもあります。
詳細は市のホームページを御覧ください！

『
山
口
市
史
』
ほ
か
書
籍
販
売
の
ご
案
内

『
山
口
市
史
』
ほ
か
書
籍
販
売
の
ご
案
内

西国一の御屋形様

 大内氏がわかる本
　　　　　  文化交流編

Ａ５判　カラー	120 ページＡ５判　カラー	120 ページ
定価 650 円（税込）定価 650 円（税込）

販 売 所： 文栄堂（本店・山口大学前店・ゆめタウン店・サンパークあじす
店）、長州苑 本館、山口市歴史民俗資料館、鋳銭司郷土館、小郡文化資料館、山
口ふるさと伝承総合センター、大路ロビー、山口情報芸術センター、湯田温泉観
光回遊拠点施設「狐の足あと」、山口市菜香亭、新山口駅観光交流センター、文
化交流課 歴史文化のまちづくり推進室（山口総合支所）・同分室（小郡総合支所）

問い合わせ 山口市交流創造部文化交流課
　〒 753-8650　山口市亀山町２番１号

　☎ 083(934)4155　FAX 083(934)2670
　E-mail：bunka@city.yamaguchi.lg.jp

雪
舟
、
サ
ビ
エ
ル
、

宗
祇
…

京
文
化
の
雅
、

大
陸
文
化
の
華
、

国
内
外
と
の

文
化
交
流
。

★
既
刊

★
既
刊　　

◎
『
山
口
市
史 

史
料
編
』
全
８
巻

　
「
大
内
文
化
」「
考
古
・
古
代
」「
中
世
」

「
近
世
１
」「
近
世
２
」「
近
代
」「
現
代
」

「
民
俗
・
金
石
文
」 

　
（
各
巻
七
、三
三
○
円
）

◎
『
山
口
市
史
』（
昭
和
57
年
刊
、
平
成

９
年
追
補
）

（
四
、四
○
○
円
）

◎ 

山
口
市
歴
史
叢
書
一　

 『
山
口
市
の
金
石
文
―
阿
東
・
徳
地
・

小
郡
・
秋
穂
・
阿
知
須
編
―
』

　
（
一
、四
三
○
円
）

◎ 

山
口
市
歴
史
叢
書
二　

 

『
山
口
市
旧
宮
野
村
役
場
文
書
の
研

究
―
近
代
日
本
の
変
革
期
に
お
け

る
地
域
社
会
―
』　

（
一
、八
三
○
円
）

◎
『
大
内
氏
受
発
給
文
書
目
録
』

　
　
※
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
に
て
公
開
中

○
目
録
ご
利
用
方
法
／
大
内
文
化
ま
ち
づ
く

○
目
録
ご
利
用
方
法
／
大
内
文
化
ま
ち
づ
く

り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://oouchi-culture.

https://oouchi-culture.

com
com

（
著
作

（
著
作  

山
口
市
）
上
の
、「
大
内
氏
・

山
口
市
）
上
の
、「
大
内
氏
・

大
内
文
化
の
歴
史
」
→
「
大
内
氏
関
連
書
籍
」

大
内
文
化
の
歴
史
」
→
「
大
内
氏
関
連
書
籍
」

→→
大
内
氏
受
発
給
文
書
目
録
に
ア
ク
セ
ス
、

に
ア
ク
セ
ス
、

Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。
ダ

Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で

す
。県
立
山
口
図
書
館
、

す
。県
立
山
口
図
書
館
、

市
立
図
書
館
に
は
図
書

市
立
図
書
館
に
は
図
書

と
し
て
配
架
さ
れ
て
い

と
し
て
配
架
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
す
。

◎
『
西
国
一
の
御
屋
形
様

　

  

大
内
氏
が
わ
か
る
本 

入
門
編
』

（
六
五
○
円
）

◎
『
西
国
一
の
御
屋
形
様

　

  

大
内
氏
が
わ
か
る
本 

興
亡
編
』

（
六
五
○
円
）

◎
『
山
口
市 

幕
末
維
新
史
跡
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』
※
残
部
僅
少

※
残
部
僅
少
（
七
一
三
円
）

◎
『
山
口
市 

幕
末
維
新
人
物
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』
※
残
部
僅
少

※
残
部
僅
少 

（
五
○
九
円
）

●
販
売
場
所
／
文
化
交
流
課
（
山
口
総

合
支
所
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大
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入門編・興亡編
好評発売中！


